
ポート・ヒロックで暮らす
ご入居の方のインタビューや生活の様子をご紹介します
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■職種：栄養士　■経験年数：16年　■出身地：宜野湾市
■ご入居の方々が生活をしていくなかで欠かせない「食事」という大切な時
間に携われて光栄です。「美味しかった」「また食べたい」というお声があっ
た時は、料飲課スタッフ一同、励みとなっております。まだまだ献立が完ぺ
きではありませんが、これからも色々な料理・食材をご紹介していきます。
よろしくお願いいたします！
■座右の銘：「笑顔は幸せを呼ぶ」　「笑顔でいれば自然と楽しい気分になり、
周りに居る方も笑顔になれる」という事は凄いことだと思います。笑顔の
連鎖が広がり、皆さんが今日も一日笑顔あふれる日になりますように！

　館内にある花屋として、敬老の日や

お正月など年間行事の際に入ご居者

の皆様へお花をお届けしています。

ご家族様からのお花のプレゼントに、

とても嬉しそうな入居者様の笑顔は私達の喜びでもあります。

　ポート・ヒロック外部の一般のお客様からのご注文も承っており

ます。お気軽にお問い合わせください。

　「何事も正しい行いをしていれば、神様は必ず

見ている。そしていつかは報われる」という意味

で、その言葉を忘れずに心に刻んできました。今

も信じています。

言葉の継承

　７月７日に「七夕ランチ」を提供いたしました。メニューは毎年恒例の“ち

らし寿司・三色そうめん・赤だし”です。ちらし寿司の具材は「県産マグ

ロとサーモン」で、梅・卵・抹茶を練り込んだ三色そうめんは、色鮮やか

でご入居の皆様からご好評いただきました。

　七夕にそうめんを食べるのは「無病息災を願う」という理由だとか…。

今年もご入居の皆さんの願いが叶いますように☆

NEWS & TOPICS

　8 月 1 日にポート・ヒロックは開設 16 周年を迎えました。日頃の感謝の気持ち

を込めて、ご入居の皆様にささやかながら記念品として沖縄の焼き菓子をお渡しし

ました。また、当日のランチは特別メニューをご用意し、

スタッフが各テーブルを回るワゴンサービス式の天ぷら

食べ放題を楽しんでいただきました。

　これからもご入居者の皆様が安心して楽しく過ごせる

施設づくりをしていきたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。

開設16周年を迎えました

　先日、県内外で活躍中の琉球交響楽団より、弦楽五重奏の皆様をお迎えして

ミニコンサートを開催いたしました。リハーサル時から会場には楽しみに待つ

ご入居者の姿がちらほら♪沖縄民謡「いったーあんまーまーかいが」など馴染

みの楽曲に始まり、フランスロマン派のカミーユ・サン＝サーンスや、生誕

150 周年を迎えたロシアのセルゲイ・ラフマニノフ、その師匠のチャイコフス

キーなど、アンコール曲「芭蕉布」を含め全５曲をご披露頂きました。

　演奏の合間には、音楽家や曲についての丁寧な解説や、担当楽

器を親しみやすく紹介する一幕もあり、皆様関心を寄せながら真

剣に耳を傾けていました。

弦楽五重奏ミニコンサート

レストラン「コリーナ」

☎090-6631-1961

ポート・ヒロック館内のお花屋さん  クリスティン・ミュンヘン

今回は人生の先輩である介護棟のご入居者の皆様から、
日頃より大切にしている言葉や思いをご紹介させて頂きます

　歩くと脳全体が活性化すると聞き実行しています…

が時折、体調が悪くなると気分が落ち込み暗いトンネル

に迷い込んだ感じがして何とも言えない孤独感に襲わ

れます。しかし【出口のないトンネルはない】という言

葉を思い出し、自分自身を励ましています。

　91歳になると老化は人生の通り路（みち）で素直に受

け入れなければと自分に言い聞かせています。“人生は

マラソン”だと思い前進する事をモットーとし、今日も

杖を友として歩いています。そして歩き続けます。
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　まさに命は宝、自分の命（身体）は大切にしたい

し、家族の命ももちろん大事。沖縄に古くからあ

る言葉で幼い時から母がよく言っていました。

そして私も子供たちに伝えてきました。
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